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〔巻頭〕 医師も「看護とは何ぞや」を考えてみよう
看護婦不足が叫ばれてすでに久しい。特に近年の医療
需要の増大や医療技術の進歩は一層それに拍車をかけて
いる。看護婦の獲得が医療機関の悩みの種となっている
ことは周知のことである，とくに医学部付属看護学校
(看学と略)卒業生の，その付属病院定着率の低さは注
目すべきものがある。もちろん激務にもかかわらず処遇
の悪さも重要な原因であるが，最も大きな理由は医学の
先端を行く大学病院が国立や公立の大病院に比し看護の
レベルが低いということであろう。
看学は学校(小・中学校，高等学校，大学，高等専門
学校，盲・聾学校，養護学校，幼稚園)以外のもので，
学校教育に類する教育を行なう各種学校ということであ
る。したがって学生定員 150名に対し専任教員はわずか 
4名という貧弱さである。これをほとんど同じ教育内容
の教育学部特看課程， 養護教諭養成所の定員それぞれ 
80，..60名に対し，教授6名，助教授または講師 6名，
助手 6名(臨床指導教官を含む)が教育を担当している
が，なおかつ不足をかこち，さらに増員申請を考慮中と
のことと対比すれば，思い半ばに過ぐるものがあろう。
従って看学は，ほとんど大部分の教育を非常勤講師に
依頼せざるを得ず，最も主要な臨床実習にも専任の指導
者はなく，各科の婦長，主任級の方々にわずかの報酬で
依頼せざるを得ないのが現状である。ところが指導者は
本来の職務が看護婦不足により倍加し，看護学生を実地
指導する時間も少なく，学問の進歩に対応する勉学は勤
務中はもちろん，勤務後も疲労困鍍して思うに任せぬの
である。
看護学は 42年大巾に改正され，文部省より発表され
た骨子によれば，教育内容は専門的知識および技術の基
礎的理解と応用能力を養うことを主眼とし，あわせて職
業人としての人間形成に資するを目的とすることになっ
ている。すなわち学問的には考える看護ということが要
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求されているのである。従って学生は専任教官により看
護概論を習得し，希望に満ちて臨床実習を行なうことに
なるが，理論と実際との余りにも大きな食い違いに失望
落胆し，学習意欲を喪失するものさえある。
医師は看護教育の大改正を全く知らず，看護婦は医師
に従属した手伝い的な考え方が牢固としてぬけず，医療
介助が看護の全部であるかのごとき錯覚をもつものが多
い。したがって看護学生は時代遅れの看護が行なわれて
いる大学病院に全く魅力を感じないのである。もちろん
医療介助は重要な看護業務のひとつであるが，看護の最
大の目的は医師による治療を円滑に達成できるよう協力
することであろう。患者に長く接しているのは医師より
も看護婦であるから，患者の容体変化を適格に把握し医
師への報告，患者の心理状態の指導も重要であろう。し
かし，看護とは何ぞやということになると，わが国では
具体的にわかっていない。これは看護学の研究機関が，
ほとんどないこと，および為政者の消極性も関係があろ
う。臨床看護学の教科書をみて奇異に感ずることは，ほ
とんど医師の執筆によるもので医学のダイジェスト版に
すぎず，看護学とは程遠いことに失望する。アメリカで
は看護大学 197，短大 66校もあり， 臨床医学も看護教
官によって行なわれているという。これに対し，わが国
では大学 2，短大 6校にすぎず， 看護学の後進性を如実
に示すものであろう。
国立看学校長会議では，看学は現在崩壊の危機にひん
していることが決議され，短大への昇格運動が影涛とし
て起こっている。医学の進歩は喜ばしいが，医療の両輪
のひとつである看護学の進歩発達がなければ，患者のた
めの医療はおぼつかないであろう。
以上紙面の関係で割愛し，わかりにくい点もあろう
が，医師が看護のあり方に対しご理解とご協力を賜わる
よう祈念する。
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